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ム;潟水と緑と花のまち

市政だより

Jt-;;. 
今月の交通事故相談日

1 2月21日(火〉

市役所第 1会議室

10時，....， 15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください‘ 
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中地区住民セ ン タ ー 完 成 予 想 図

待望の中地区住民センターが、西大村lζ建設される

乙とになり、十二月四日、起工式を行ないました。

場所は、大村部隊の西側、職業安定所の隣で、 総工

費四千五百万円、 鉄筋コンクリート二階建て、 全館暖

房付きで、市制施行三十周年記念事業のーっと して計

画されたものです。

このセンターには地区公民館と西大村出張所を併設

しますが、住民の学習の場、交友の場、行政サービス

の場として、 幅広く活用され、乙れからの人づくり、

新しいまちづくりの拠点として大きな期待が寄せられ

ています。

内部施設は C一階コム事務室 ム相談室 ム図書

室 ム児童室ム料理講座室 ム和室 ム管理人室

〔二階〕 ム講堂ム講座室 ムロビー

来年四月開館の予定です。
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まちづくり人づくり、

中地区住民センター

いよいよ着工
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月
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つ
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年
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4
t川

和
川

昭
川

(2) りおおむ

火

あ
わ
た
だ
し
い
歳
末
と
な
り
、

火
事
の
起
こ
り
ゃ
す
い
と
き
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
は
十
一
月
、
十

二
月
の
二
カ
月
聞
に
十
件
も
の
火

事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
消
防
本

部
で
は
火
事
の
な
い
明
る
い
新
年

を
迎
え
る
た
め
、
次
の
行
事
を
行

な
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

一
、
映
写
会
と
防
火
座
談
会

一
一、「
家
族
ぐ
る
み
の
火
災
予
防
」

と
し
て
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
の
育

市政だより

⑥ 

の

Jし、

用

成
指
導

三
、
「
消
防
水
利
」
の
状
況
及
び
駐

車
防
止
の
パ
ト
ロ

ー
ル

四
、
管
轄
消
防
団
に
よ
る
防
火
パ

ト
ロ
ー
ル

五
、
消
防
の
時
間
と
し
て
十
二
月

二
十
八
日
か
ら
大
み
そ
か
ま
で

午
後
八
時
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

消
火
せ
ん
は

赤
い
ポ
ー
ル

こ
の
た
び
、
消
火
せ
ん
の
標
識

伝

染

病

予
防
活
動
な
ど
に

防

疫

車

を

購

入

の

衛
生
課
に
新
し
い
防
疫
車

(写

真
上
)
が
登
場
し
ま
し
た
。

乙
れ
は
、

園
、
県
か
ら
三
分
の

こ
の
補
助
を
受
け
て
購
入
し
た
も

の
で
、

伝
染
病
の
予
防
活
動
を
は

じ
め
、
伝
染
病
患
者
の
輸
送
、
そ

の
他
衛
生
行
政
の
推
進
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

道

路

の

き

が
赤
い
ポ
l
ル

(写
真
左
)
に

か
わ
り
ま
し
た

一
一刻
を
争
う

消
火
せ
ん
で
す

標
識
の
付
近
に
駐
車
し
た
り
‘
障

害
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自

動

車

重

で

道
路
の
整
備
な
ど
に
あ
て
る
費

用
と
し
て
「
自
動
車
重
量
税
」
が

十
二
月

一
日
か
ら
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

自
動
車

れ

な

ま

環
境
衛
生
監
視
員

を
更
に
委
嘱

Eヨ

.a. 

税

が

き

し

アこ

ま
山
車
検
を
受
け
る
自
動
車

凶
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る
軽

自
動
車

二
、
納
税
し
な
く
て
も
よ
い
自
動

車
川
大
型
特
殊
自
動
車

'ち

大

村

ー
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う

|

-、」

4 

(
市
民
運
動
推
進
協
議
会
)

明
る
く
健
康
な
都
市
づ

く

り

年
末
に
な
る
と
ご
み
の
量
も
急

と
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
防
止

に
ふ
え
て
ご
み
処
理
が
停
滞
し
ま

す
る
た
め
、
今
回
更
に
左
記
の

か

す

の

で

次
の
こ
と
に
ど
協
力
く
だ

た
が
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

さ
い
。

萱
瀬
地
区

禿

鶴

雄

マ

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

鈴
田
地
区

渡

辺

好

実

。

紙

類
、
ビ
ン
類
、
金
物
類
で

三
浦
地
区

浅
井

健
二

回

収

業

者

が

取

り

扱

う

も

の

一

次
に
該
当
さ

2
公
職
追
放
者
に
対
す
る

一

時

金

撤

廃

一

一

E

れ
る
か
た
は
市

の
支
給

7
戦
務
関
連
リ
傷
病
者
に
対
す
る

一

a
-
J

こ

，
 

一

改

飢

社
会
課
ま
た
は

3
夫
に
対
す
る
扶
助
料
の
給
与
条

特

例

傷

病

思

給

の
支
給

一

一

部

両

市
内
軍
恩
連
盟

件
の
緩
和

8
外
国
政
府
職
員
等
の
抑
留
又
は
一

一

」
ー

ド

支
部
な
ど
に
お

4
旧
軍
人
等
の
戦
地
外
戦
務
加
算

留
用
期
間
の
通
算

ん

一

十

討

問
い
合
わ
せ
く

年
及
び
各
種
職
務
加
算
年
の
算

9
外
国
政
府
職
員
等
の
在
職
期
間
一

、一

白

戸

，U

だ
さ
い
。

の
入

の

通

算
条
件
の
緩
和

U

I

い
け

士一
九

一

桜

山

門

改

正

内
容

5
旧
軍
人
等
に
対
す
る
一

時
思
給

刊
恩
給
外
所
得
に
よ
る
普
通
恩
給

一

一
因
む

ミ

1
文
官
恩
給
の

支

給

の
停
止
基
準
の
緩
和

一

一

不

均

衡
是
正

6
戦
犯
拘
禁
期
間
の
通
算
制
限
の
な
お
詳
し
く
は
社
会
諌

へ

一

凶
本
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
車

両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
軽
自

動
車

間
車
検
お
よ
び
車
両
番
号
指
定
を

受
け
る
必
要
の
な
い
小
型
特
殊

や
原
付
自
転
車

三
、
納
税
の
時
期

自
動
車
検
査
証
の
交
付
、
ま
た

は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る

ん
」
品
己

詳
し
く
は
課
税
課
へ

み

収

の

集
は
回
収
業
者
を
利
用
す
る
0

0
い
け
が
き
の
枯
れ
葉
、
除
草

な
ど
は
自
分
で
焼
却
す
る
。

マ
現
業
職
員
が
け
が
を
し
な
い
よ

う
に

。
竹
串
な
ど
は
、

掌
を
突
き
さ

す
乙
と
が
あ
る
の
で
必
ず
紙

に
包
ん
で
ご
み
容
器
の
外
に

置
く
。

。
ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶
器
の
破
片

な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

入
れ
て
ご
み
容
器
の
外
に
置

B
F
¥

。

。
煉
炭
な
ど
の
も
え
が
ら
は
火

が
完
全
に
消
え
て
か
ら
袋
に

入
れ
て
出
す。

。
ス
プ
レ
ー
の
あ
き
か
ん
は
爆

発
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
穴

を
あ
け
て
か
ら
出
す
。

マ
牧
集
処
理
が
し
や
す
い
よ
う
に

の
厨
芥
残
飯
類
は
水
分
を
よ
く

き
っ
て
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
袋
に

入
れ
る
。

。
ご
み
容
器
は
収
集
し
や
す
い

と
こ
ろ
に
出
す
。

O
あ
き
か
ん
な
ど
焼
却
で
き
な

い
も
の
は
袋
な
ど
に
入
れ
て

出
す
。
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⑥ 

水

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン

投

与

の

を

り

該
当
者

生
後
三
カ
月
以
上
経
過

し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
'
つ
け
て

い
な
い
も
の
、
お
よ
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も
の
。

料
金
無
料
で
す
が
、

昭
和
四
十

六
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
た
ず

ね
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

禁
忌
者

ω
発
熱
や
下
痢
を
と
も
な
う
急

性
疾
患
者

ω
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管

系
疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄

おおむ

と

み

ど

り

の

、ー

の

都

M

N

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
産

M

W

制
構
築
物

(
煙
突
、
軌
条
、
貯
水

N

W

池
、
水
槽
な
ど
)

同
機
械

お
よ

山

市
役
所
の
一
般
事
務
は
、
十
こ
な
い
よ
う
に
し
て
早
め
に
出
し
て

山

び
諸
装
置
(
大
型
農
機
具
な
ど
)

w
月
二
十
九
日
か
ら
来
年

一
月
三
日
く
だ
さ
い
。

小

川
客
船
、
運
撮
船
、
漁
船
、
同
航

仇
ま
で
休
み
ま
す
が
、
一

部
は
次
の
市
民
課
転
出
、

転
入
、
諸
証
明
m

空
機
、
同
車
両
お
よ
び
運
撮
具
、

川
と
お
り
仕
事
を

し

ま

す

。

の

事
務
は
行
な
い
ま
せ
ん
が
、
出
W

(

大
型
特
殊
自
動
車
、
手
押
車
な

w
牧
納
課

市
税

・
保
険
税

・
汚

物

生
、
死
亡
、
婚
姻
の
届
け
出
は、

w

ど
)

付
工
具
器
具
お
よ
び
備
品

w
処
理
手
数
料

・
住
宅
使
用
料
の
収
宿
直
、
日
直
で
受
け
付
け
ま
す
o

m

肘
遊
休
、
未
稼
動
の
資
産
、
簿
外

的
納
事
務
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
行

市

立

病

院

診

療

日

十
二
月
三

小

資
産

小
な
い
ま
す

。

十

日

(
木
)
午
前
中
診
療

m

申
告
書
提
出
先

課
税
課

吋
衛
生
課
ご
み
の
収
集
は
十
二
月

休

診
日

十

二
月
二
十
九
、
三
十
w

申
告
期
限

昭
和
四
十
七
年
一

月

w
三
十
日
午
前
中
、
し
尿
く
み
取
り

一
日

一
月
一

J
三
日

w

二
十
日

山
は
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
、
年

始

た

だ

し

、
急
患
の
場
合
は
当
直
小

な

お

申

告
用
紙
は
課
税
課
、
ま

小
は
い
ず
れ
も
一
月
五
日
か
ら
行
な
医
師
が
診
療
し
ま
す
。

山
た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

吋

い

ま

す

。

水

道

部

水

道

料
金
の
納
入
は、

w

詳
し
く
は
課
税
課

へ

N

年
末
は
、
ご
み
の
量
が
ふ
え
る
休
務
中
も
水
道
部
の
窓
口
で
受
け
w

W

の
で
、
袋
な
ど
に
入
れ
て
散
乱
し
付
け
ま
す
。

明

ー
年
末

養
障
害
者

間
種
痘
接
種
後

一
カ
月
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の
、
お
よ
び
麻

し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
一
カ
月

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

市政だより

生ワク投与日程表

会 場 名 |接 種 目

市 役 所
1月11日

萱瀬 出張所

諏訪 公民館

鈴田 出張所

竹松本町公民館

1月13日
福 重 出張所

市 立病院

i 1月14日
松原出張所

(3) 

年
始
の
仕
事
|

償
却
資
産
の

申
告
時
期
で
す

時間はいずれも
14時から15時30分まで

償
却
資
産
の
所
有
者
は
毎
年
一

月

一
日
現
在
で
、
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

乙
と
に
な

っ
て
い
ま

す。
償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び

家
屋
以
外
の
資
産
で
事
業
の
用
に

供
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
産
。
ま

た
自
己
使
用
の
も
の
ば
か
り
で
な

く
他
人
に
貸
し
て
い
る
も
の
も
含

み
ま
す
。
次
に
該
当
さ
れ
る
か
た

は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

成

人

式

の

行

事

一
月
十
五
日
、
成
人
の
日
に
市

は
、
新
た
に
成
人
と
な
ら
れ
た
か

た
が
た
の

前
途
を
祝
福
す
る
た

め
、
成
人
式
を
行
な
い
ま
す
が
、

今
回
も
該
当
者
代
表
に
よ
り
、

成
人
式
準
備
会
が
発
足
し・

会
合

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果

次
の
よ
う
な
記
念
行
事
が
き
ま
り

ま
し
た
。

今
回
の
該
当
者
は

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
。

記
念
式
典
及
び
行
事

市

(
大
村
市
の
都
市
像
)

一
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら

場
所

大
村
市
民
会
館

一
、
式
典

二
、
式
典
讃
歌

三
、
新
成
人
の
主
張

四
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

五
‘
選
挙
啓
発
塔
の
贈
呈

戸
新
成
人
者
よ
り
)

連
絡
先
社
会
教
育
課

電
話
四
一
一
一

な
お
、
十
二
月
一
日
現
在
の
住

民
票
を
基
に
、
名
簿
を

つ
く
り
、

一
月
十
日
ご
ろ
ま
で
に
、
該
当
者

へ
通
知
し
ま
す
。

日
時

代
表
者
名

野
口
忠

一

木

場
跡
二
五

一
四

松
尾
洋
子
久
原
郷
田

O
三
の
二

五
道
常
守
矢
上
郷
二
一
四

山
本
純
子
小
路
口
郷
二
四
五

川
原
し
ず
子
新
城
町
八
七
九

t

四

上
野
光
子
並
松
郷
二
五
三

九
教
内

堀
池
末
和
宮
小
路
給
油
所

森
佐
智
子

陰
平
郷

一
八
五
一

富
永
昭
孝

平

小
川
郷
七
八
七

伊
藤
健
一

乾
馬
場
郷
大
村
部
隊

上
田
久
志
今
津
郷
竹
松
部
隊

米
盛
浩
作
今
津
郷
大
村
航
空
隊

丸
田
隆
宣
陰
平
郷

寺
坂
香
代
子

沖
田
郷

久
保
サ
エ
子
皆
同
郷
一

一
八

吉
田
重
記

藤
井
良
子

祝
崎
郷
七

O
九

上
久
原
二
二

一

肢
体
の
不
自
由
な

児
童
生
徒
募
集

一
、
入
学
資
格
・
条
件

手
、
足
、
体
の
不
自
由
(
症
状

固
定
)
な
学
齢
の
子
ど
も
で
、
集

団
生
活
に
耐
え
、
教
育
成
果
が
あ

が
る
見
込
み
の
あ
る
も
の
。

二
、
募
集
人
員

φ
小

学

部

一

年

八

名

多

高

学

部

一

年

十

名

φ
小
学
部
二
年

I
六
年
若
干
名

φ
中
学
部
一
年

1
三
年
若
干
名

三
、
願
書
提
出
期
間

自
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日

至
昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
九
日

四
、
そ
の
他

受
験
料
、
援
業
料
、
入
学
金
不
用

入
学
す
る
と
国
や
県
の
就
学
奨
励

費
支
給
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

通
学
に
は
パ
ス
の
便
が
あ
り
ま
す

寄
宿
舎
は
完
備
し、

舎
監
や
寮
母

が
養
育
に
当
た
り
ま
す
。

五
、
学
校
名
お
よ
び
所
在
地

長
崎
県
立
諌
早
養
護
学
校

諌
早
市
真
崎
町
一
六
七
O
l
一

電
話
二

l
一
O
八
五

一
一
ー
一
七
九
八

諌
早
駅
か
ら
パ
ス
で
約
十
分

※
願
書
そ
の
他
詳
し
く
は
、
返
信

用
切
手
同
封
の
う
え
、

学
校
へ



日
川

5
山

同
月
間

つ
乙
川

年
川

F
h
u
川
山

4
川

和
川

昭
川

(4) 

第

七

回

「
青
少
年
の
作
品
」
募
集

り

出
品
部
門
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

工
作
、
書
道
、

彫
塑
、
写
真
、
生

活
技
術
創
作

資

格

幼

児
の
部
小
学
生
の
部

中
学
生
の
部
高
校
生
の
部
青

年
の
部
で
グ
ル
ー
プ
で
も
よ
い
。

県
内
居
住
者

受
付
昭
和
四
十
七
年
一
月
九
日

か
ら
一
月
十
六
日
ま
で

受
付
場
所

長
崎
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

おおむ市政だより

社
会
教
育
主
事

を

募

集

受
験
資
格

川
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
四

年
制
)
を
卒
業
し
た
男
子
ま
た
は

来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
男
子

凶
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。

m社
会
教
育
法
に
よ
る
社
会
教
育

主
事
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は

来
年
三
月
取
得
見
込
み
の
者
。

凶
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者
。

試
験
の
内
容
筆
記
試
験
、
面
接

試
験
、
身
体
検
査
な
ど

試
験
の
日
時

一
月
九
日
(
日
)
午
前
九
時

願
書
受
付
十
二
月
十
五
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
、
教
育
委
員
会
へ

提
出
の
こ
と
。

一
国
民
年
金
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
一

一

全

額

所

得

控

除

が

あ

り

ま

す

一

一
毎
年
所
得
申
告
を
さ
れ
る
か
た
て
は
保
険
年
金
課
、
国
民
健
康
保

一

一
は
、
そ
の
年
(
一
月
か
ら
十
二
月
険
税
は
収
納
課
で
発
行
し
て
い
ま
-

一

ま

で

)

に

納

め

た

国

民

年

金

保

険

す

。

一

一
料
や
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
な
お
国
民
年
金
の
場
合
、
自
納
一

一
は
、
全
額
総
所
得
金
額
か
ら
控
除
者
(
納
付
組
織
に
加
入
し
て
い
な
一

一
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
に
は
証
明
書
い
か
た
)
は
年
金
手
帳
を
ど
持
参

一

一

を

添

付

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

く

だ

さ

い

。

一

一

す

が

、

国

民

年

金

保

険

料

に

つ

い

-

F

社
会
福
祉
事
業
費
へ

一
④
市
内
水
主
町
九
九
五
の
岸
伴
子

一
さ
ん
は
、

警
察
か
ら
返
さ
れ
た

↑
拾
得
金
を

一
@
市
内
赤
佐
古
三
三
百
藤
崎
レ

一
ン
さ
ん
は
、
亡
夫
新
一
さ
ん
の

一
忌
明
け
に
あ
た
り
金
一
封
を

一
@
市
内
竹
松
郷
九

O
九
の
畠
山
孝

一
子
さ
ん
は
、
亡
夫
敏
明
さ
ん
の

-
忌
明
け
に
あ
た
り
金
一
封
を

一
④
市
内
竹
松
郷
一
四
三
二
の
若
松

一

敬

二
郎
さ
ん
は
亡
妻
小
夜
子
さ

-
ん
の
忌
明
け
に
あ
た
り
金
一

封

一

を

一
@
徳
島
県
小
松
島
市
小
松
島
町
の

~
名
和
数
行
さ
ん
は
市
税
納
付
金

一
の
残
金
を

一
@
市
内
並
松
郷
八
二
二
の
井
上
年

-

蔵
さ
ん
は
亡
妻
チ
カ
さ
ん
の
忌

一
明
け
に
あ
た
り
金
一
封
を

ざ

④
市
内
竹
松
郷
六
七
七
の
田
添
さ
一

だ
え
さ
ん
は
、
亡
夫
二
郎
さ
ん
-

の
忌
明
け
に
あ
た
り
金
一
封
を
…

@
大
村
市
消
防
団
(
団
長
久
田
繁
一

太
郎
さ
ん
)
は
火
災
出
動
の
際
一

に
団
員
が
拾
得
し
た
拾
得
金
が
一

警
察
か
ら
返
さ
れ
た
の
を
一

④
市
内
水
田
二
区
一
四
三
の
原
崎
↑

松
好
さ
ん
は
亡
母
テ
ツ
さ
ん
の
一

忌
明
け
に
あ
た
り
金
一

封
を

一

恵
ま
れ
な
い
子
供
の
た
め
に
-

④
大
村
警
察
署
の
吉
村
喜
明
さ
ん
一

橋
村
泰
行
さ
ん
は
警
察
署
に
お
一

け
る
善
行
謝
礼
金

を

一

交

通

遺

児

の

た

め

に

一

④
市
内
竹
松
郷
一
四
三
二

川
口
一

光
子
さ
ん
は
警
察
か
ら
返
さ
れ
一

た
拾
得
金
を

E

そ
れ
ぞ
れ
ど
寄
付
い
た
だ
き
ま
一

し

た

。

一

ー

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ζ 

交
通
安
全
と
防
犯
に

協

力

を

県
警
音
楽
隊
の
演
奏
会

年
末
を
ひ
か
え
交
通
安
全
と
防

犯
を
呼
び
か
け
て
い
る
県
警
で
は

ま

し

た

次
の
と
お
り
演
奏
会
を
聞
き
ま
す

み
ん
な
で
交
通
安
全
と
防
犯
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

日

時

十

二

月

二

十

二
日

場

所

萱

瀬
小
学
校

十
時
半

黒
木
小
学
校
十
四
時

大
村
少
年
合
唱
団
員

を

募

集

小
学
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
四
十
四
名
の
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
中
央
公
民
館
(
電

話
回
三
二
一
)
に
印
か
ん
持
参
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

交

路
線
名

通

止

め

市
道
三
十
三
号
南
川
内

点
以

南
川
内
一
号
橋
か
ら
市
道

区
間

間

め

区ド艮

止

J
H
H
U
 

&巾

通

名

市道 177号線

(田久保~今村)

ーιー
父

線路

百
二
号
大
多
武
南
川
内
線
交
流
点

ま
で
約
三
百
メ
ー
ト
ル

期
間
昭
和
四
十
七
年
一
月
五
日

司

か
ら
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

迂
回
路
国
立
病
院
よ
り
大
多
武

を
へ
て
南
川
内
へ
、
な
お
四
ト
ン

車
以
上
の
通
行
は
不
可
能

交
通
止
め
諸
車
全
面
通
行
止
め

(
な
お
人
及
び
バ
イ
ク
な
ど
ま
で

通
行
可
)

工
事
名
市
道
三
十
三
号
南
川
内

線
、
南
川
内
四
、
五
号
橋
橋
梁
改

修
工
事

，ペア

越川内

平小川郷

(舗装工事〉

| 制限期間 | 
|自46.12.20I 全 面

|至47.2.28 I交通止め

!自46.12.20
l至47.2.28 

平小川郷 |白46.12.20

至47.3.10

自46.12.20
至47.3.10 

自

至47.3.10 

自46.12.20

大舟尾

今村郷

市道 256号線

(平の前~大舟尾)

，ペゾ井手の平

徳泉川内郷

払山~上中山
// 

岩松郷

// 

米の山~久保

市道 140号線

(桑原~西小川内)

市道 175号線

(岩松~松尾)

市道 96号線

〔八幡神社~大多武)

市道 21号線

(原郷字葛城~
荒瀬郷字大似田)
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